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　長かった冬が終わり、ようやく心待ちにしていた春がやってきました。日ごとに暖かさを感じられ
るようになってきています。
　間もなく満開の美しい花々が、私たちを楽しませてくれることでしょう。今年こそは土岐川堤防沿
いの桜並木がライトアップされ、気兼ねなくお花見を満喫でき、穏やかな春を心から堪能できるよう
願っています。

タイトル「春満開」　さくらさくらの散歩道　撮影者　平子隆彦　様　(稲津町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和４年第３回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和4年10月24日

新病院建設事業の設計・施工事業者が決定しました
令和4年11月28日

（令和４年７月７日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和４年第３回定例会が開催され、組合から提出された条例議案２件、
決算議案１件について審議しました。審議の結果、全ての議案について可決、認定されました。

東濃中部病院事務組合職員定数条
例の一部を改正する条例について

令和３年度東濃中部病院事務組合
一般会計決算の認定について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

　令和５年度より実施設計・建築業務に入ることに伴い、
設備系技術職員が必要となるため、職員定数を現行の７
名から９名に改正します。

　令和３年度の決算額は、歳入総額１億 1,731 万３千円
に対し、歳出総額は 1,549 万１千円で、歳入歳出差引額
は 1億 182 万 2 千円となり、令和 4年度から地方公営
企業法を適用したことにより病院事業会計に引き継が
れました。差引額のうち、1,477 万 2 千円は翌年度に繰
り越して使う繰越明許費として扱います。

　11月25日に新病院建設事業の設計・施工にかかる事業者選定公募型プロポーザルのプレ
ゼンテーション及びヒアリングが行われました。審査委員会による審査の結果、五洋建設株
式会社名古屋支店を代表企業とするコンソーシアムが最優秀提案事業者に選定されました。

市議会の様子は、インターネットなどで視聴できます。
ぜひ、ご覧ください。
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◆
会
期

　2
月
22
日（
水
）〜
3
月
24
日（
金
）

◆
市
政
一
般
質
問

　3
月
20
日（
月
）9
時
〜

　3
月
22
日（
水
）9
時
〜

例年は2月１日に発行しておりますが、市議会議員選挙のため3月1日号に変更しております。

視聴方法

ケーブルテレビ
（おりべネットワーク）

インターネット
（市ホームページ）
こちらから視聴できます。

・本会議（一般質問含む）のライブ中継
・過去の本会議（  〃  ）の録画映像

・一般質問のライブ中継

配信内容

問い合わせ先：おりべネットワーク
AndroidiOS

☎24-7733
※３月定例会の市政一般質問
３月２０日（月）、２２日（水）９時～
視聴可能期間 ４月２１日（金）まで

おりべ専用アプリをお持ちのスマホにダ
ウンロードすることで、市政一般質問の
様子は誰でも無料で視聴できます。

スマホでも
見られます！
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新病院ニュース ・ 編集後記ほか



12月
定例会
会 期
11月28日から
12月26日まで

　
12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果

の
と
お
り
、
本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

常任委員会 審査報告
予算決算委員会

給付金支給の申請に、アンケートの回収と面談が必須とあるが、どのような面談を予定しているのか。
母子健康手帳交付時と出生届出後に面談を実施し、妊娠８カ月頃に妊婦学級等を活用しアンケートを行う予
定である。出産後の面談については、出生届出後すみやかに産婦に健康状態を確認のうえ、訪問による面談
を行う。

問

答

出産・子育て応援交付金事業　3,020 万円
　伴走型の相談支援の充実と経済的支援を目的に、妊娠期に５万円、出産後に子ども１人当たり５万円を給付
する事業が、令和５年１月より開始されます。令和４年４月以降に出産された方から対象となります。

妊産婦に向けて各５万円の給付金を支給へ

小中学校は緊急避難所として利用されている。トイレの改修工事について、緊急
防災減災事業債を活用して、一般財源の圧縮を図ってはどうか。
緊急防災減災事業債を活用できる可能性がある学校の改修工事を事業化する
際に、当該事業債の活用についても検討していく。

問

答

瑞浪小学校改修事業　7,000万円
　トイレの洋式化・乾式化による利便性・衛生面の向上を目的として、令和5年
度以降に予定していた低学年用トイレの改修工事が、前倒して実施されます。

瑞浪小学校のトイレの洋式化等を令和5年度に前倒して実施

物価高騰対策支援事業等（新型コロナ対策）　2,855 万円
　原油価格、食材料費、光熱費及び粗飼料価格の高騰による影響を緩和するため、合計 129
事業所等に施設規模等に応じて支援金が給付されます。

エネルギー価格等の高騰を受けた市内事業者への支援を実施
令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査

区　分 対象施設の種別 給付対象数

13事業所障害福祉サービス事業所等

児童福祉施設等

介護保険サービス事業所等

医療機関等

畜産農家 酪農事業所、肉用牛事業所

63施設

９戸

230万円

2事業所
2施設
5施設

35法人
（延べ65事業所）

85万円

760万円

720万円

1,060万円

補正予算額
（給付額）

訪問系事業所
通所系事業所
入所系事業所
障がい児通所事業所
放課後児童クラブ
認定こども園、私立保育園

病院、診療所、クリニック
歯科医院
調剤薬局

居宅介護支援事業所
訪問系事業所
通所系事業所
入所系事業所

令和2年に洋式化に改修した
釜戸小学校のトイレ

　ロシアのウクライナへの侵攻に伴う物価高
騰により、年金で家計を支える市民が「生活
が苦しい」と悲鳴を上げている。１００年安心と
言われた年金制度が安心ではなくなってい
る。マクロ経済スライド制度の導入により給付が削
減されているが、164兆円の年金積立てを取崩して
給付に回すべきではないか。
　請願権は、民主主義社会で最も大切な権利であ
る。議会や議員は請願内容をよく理解し、議会での
採択により、市民の声を国に届けるべきではないか。

　基礎年金の給付に必要な費用は、国民年金
加入者全体で公平に負担するという考え方を
基本としており、国民年金保険料、厚生年金か
らの拠出金、及び国庫負担で賄われている。

平成16年の年金改正により導入されたマクロ経済
スライドは、将来、現役世代の負担が過重にならな
いよう給付と負担を調整する仕組みとなっているた
め、賃金上昇率を考慮せず物価上昇率のみに基づ
き年金額を改定することは、今以上に現役世代の負
担を増やすことになる。

【討論】  請願第２号 
　物価高騰に見合う年金額引き上げを
　求める請願書について
総務民生文教委員会と本会議にて討論が行われ、
反対多数により不採択

賛成討論 反対討論
討論
賛
成

反
対

【 請願内容 】　年金受給者は、今年の４月から年金額
が0.4％引き下げられ、物価が激しく値上がりするな
かで、苦しい生活をされている。
　国に対して現行の年金改定ルールを見直し、年金改
定は「物価上昇率」に基づき増額（改定）するよう、
瑞浪市議会から意見書を提出されることを求める。

総務民生文教委員会

　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行により、令和５年４月から全ての地
方公共団体に個人情報保護法が一律に適用されることに伴い、現行の瑞浪市個人情報保護条例を令和5年3
月末に廃止し、法律で委任されている事項を本条例において定め、令和5年4月から施行されます。

令和5年4月から地方公共団体に個人情報保護法が一律に適用
議第52号　瑞浪市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

問

これまでは、今回廃止する個人情報保護条例に基づき、本人同意なしで名簿の提供を可能としていた。し
かし、この度の法改正により制定する本条例では情報提供ができないため、今後新たな条例の整備を行
っていく。

答

避難行動要支援者名簿は、警察など市以外の機関へ情報提供を行っているが、今回の法改正によって情
報提供に問題は生じないか。

　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合が解散することに伴い、当該組合が
保有する物置、軽自動車、診療用ベッド、ノートパソコンなどの財産をすべて東濃
中部病院事務組合へ帰属させることになりました。

休日急病診療所組合の財産は病院組合に引き継がれます
議第64号　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合の解散に伴う財産処分について

問
土地・建物については土岐市の所有で、組合が無償で土岐市から貸与され
ているものであり、組合の財産ではない。

答

診療所の土地・建物の所有についてはどうなるのか。

土岐市及び瑞浪市
休日急病診療所

出産子育て応援交付金事業のスケジュール
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常任委員会 審査報告
予算決算委員会

給付金支給の申請に、アンケートの回収と面談が必須とあるが、どのような面談を予定しているのか。
母子健康手帳交付時と出生届出後に面談を実施し、妊娠８カ月頃に妊婦学級等を活用しアンケートを行う予
定である。出産後の面談については、出生届出後すみやかに産婦に健康状態を確認のうえ、訪問による面談
を行う。

問

答

出産・子育て応援交付金事業　3,020 万円
　伴走型の相談支援の充実と経済的支援を目的に、妊娠期に５万円、出産後に子ども１人当たり５万円を給付
する事業が、令和５年１月より開始されます。令和４年４月以降に出産された方から対象となります。

妊産婦に向けて各５万円の給付金を支給へ

小中学校は緊急避難所として利用されている。トイレの改修工事について、緊急
防災減災事業債を活用して、一般財源の圧縮を図ってはどうか。
緊急防災減災事業債を活用できる可能性がある学校の改修工事を事業化する
際に、当該事業債の活用についても検討していく。

問

答

瑞浪小学校改修事業　7,000万円
　トイレの洋式化・乾式化による利便性・衛生面の向上を目的として、令和5年
度以降に予定していた低学年用トイレの改修工事が、前倒して実施されます。

瑞浪小学校のトイレの洋式化等を令和5年度に前倒して実施

物価高騰対策支援事業等（新型コロナ対策）　2,855 万円
　原油価格、食材料費、光熱費及び粗飼料価格の高騰による影響を緩和するため、合計 129
事業所等に施設規模等に応じて支援金が給付されます。

エネルギー価格等の高騰を受けた市内事業者への支援を実施
令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査令和4年度   補正予算の審査

区　分 対象施設の種別 給付対象数
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放課後児童クラブ
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居宅介護支援事業所
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令和2年に洋式化に改修した
釜戸小学校のトイレ

　ロシアのウクライナへの侵攻に伴う物価高
騰により、年金で家計を支える市民が「生活
が苦しい」と悲鳴を上げている。１００年安心と
言われた年金制度が安心ではなくなってい
る。マクロ経済スライド制度の導入により給付が削
減されているが、164兆円の年金積立てを取崩して
給付に回すべきではないか。
　請願権は、民主主義社会で最も大切な権利であ
る。議会や議員は請願内容をよく理解し、議会での
採択により、市民の声を国に届けるべきではないか。

　基礎年金の給付に必要な費用は、国民年金
加入者全体で公平に負担するという考え方を
基本としており、国民年金保険料、厚生年金か
らの拠出金、及び国庫負担で賄われている。

平成16年の年金改正により導入されたマクロ経済
スライドは、将来、現役世代の負担が過重にならな
いよう給付と負担を調整する仕組みとなっているた
め、賃金上昇率を考慮せず物価上昇率のみに基づ
き年金額を改定することは、今以上に現役世代の負
担を増やすことになる。

【討論】  請願第２号 
　物価高騰に見合う年金額引き上げを
　求める請願書について
総務民生文教委員会と本会議にて討論が行われ、
反対多数により不採択

賛成討論 反対討論
討論
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対

【 請願内容 】　年金受給者は、今年の４月から年金額
が0.4％引き下げられ、物価が激しく値上がりするな
かで、苦しい生活をされている。
　国に対して現行の年金改定ルールを見直し、年金改
定は「物価上昇率」に基づき増額（改定）するよう、
瑞浪市議会から意見書を提出されることを求める。

総務民生文教委員会

　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行により、令和５年４月から全ての地
方公共団体に個人情報保護法が一律に適用されることに伴い、現行の瑞浪市個人情報保護条例を令和5年3
月末に廃止し、法律で委任されている事項を本条例において定め、令和5年4月から施行されます。

令和5年4月から地方公共団体に個人情報保護法が一律に適用
議第52号　瑞浪市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

問

これまでは、今回廃止する個人情報保護条例に基づき、本人同意なしで名簿の提供を可能としていた。し
かし、この度の法改正により制定する本条例では情報提供ができないため、今後新たな条例の整備を行
っていく。

答

避難行動要支援者名簿は、警察など市以外の機関へ情報提供を行っているが、今回の法改正によって情
報提供に問題は生じないか。

　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合が解散することに伴い、当該組合が
保有する物置、軽自動車、診療用ベッド、ノートパソコンなどの財産をすべて東濃
中部病院事務組合へ帰属させることになりました。

休日急病診療所組合の財産は病院組合に引き継がれます
議第64号　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合の解散に伴う財産処分について

問
土地・建物については土岐市の所有で、組合が無償で土岐市から貸与され
ているものであり、組合の財産ではない。

答

診療所の土地・建物の所有についてはどうなるのか。

土岐市及び瑞浪市
休日急病診療所

出産子育て応援交付金事業のスケジュール
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委員会の審査報告委員会の審査報告



　人口減少、少子高齢化、団員の被雇用者化等の社会状況や消防団員の現状を考慮して、令和5年４月から
定数が495名から400名になります。

消防団員の定数削減へ
議第58号　瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

問

答

基本団員及び災害支援団員を400名とする経緯はどのようか。また、定数減となるが、これまでと同等
な消防機能が維持できるのか。
現在の消防団員の定数は平成27年度に改正しており、当時90%以上であった充足率は年々団員数が
減少し、現在は77%である。この状況から令和3年9月1日に「瑞浪市消防団適正定員検討委員会」を設
置し、各分団長等が検討した結果の定数変更であり、今までの機能を維持できる人数としている。

　東濃5市間における消防通信指令業務の共同運用に向け、事務協議会が設置されました。

東濃5市消防通信指令事務協議会が設置されます
議第６６号　東濃５市消防通信指令事務協議会の設置について

問
答
共同運用における住民サービスの向上及び財政上の効果はどのようか。
住民サービス向上については、消防通信指令業務の共同運用をすることで、東濃５市間における１１９番
通報の受信転送等の引継ぎに係る時間のロスを防ぐことができる。これにより、救命率の向上や火災延
焼防止に大きく寄与することとなる。
財政上の効果については、通信指令設備を各市で単独整備するのと比較して、東濃５市全体で５億２,７０
０万円、瑞浪市においては１億３,９００万円の経費削減効果が見込まれる。

経済建設委員会

市政一般質問
渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
・高校生までの医療費無償化の実施について
・自転車の安全利用について
・入ヶ洞ため池（市道上平５号線）の整備について
樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
・瑞浪市道の駅整備事業について
・みずなみ教育について
柴田幸一郎（創政みずなみ）
・小中学校におけるＩＣＴ機器とゲーム理論を用いた教育
　について
奥 村 一 仁（創政みずなみ）
・中学校の部活動をめぐる課題について
舘 林 辰 郎（日本共産党）
・第７次瑞浪市総合計画の策定について
・脱炭素社会の推進について
三輪田幸泰（新政クラブ）
・包括的性教育と生命（いのち）の安全教育について
柴 田 増 三（創政みずなみ）
・市有地の有効活用について
・市政運営について

山 下 千 尋（新政クラブ）
・瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と
　自然環境等の保全との調和に関する条例の運用状況に
　ついて
加 藤 輔 之（新政クラブ）
・エネルギー価格高騰による影響について
成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
・マイナンバーカードの普及について
・消費者被害を防ぐ見守りネットワークの設置について
・こども家庭庁発足における本市の影響について
棚 町　  潤（創政みずなみ）
・本市の公共交通の可能性について
辻 　 正 之（新政クラブ）
・みずなみ健康２１（第２次）改定版について
・今後の都市公園の管理について
榛 葉 利 広（公明党）
・周産期グリーフケアについて
・学校等におけるてんかん口腔用液の投与について
大久保京子（瑞浪政志会）
・ポストコロナ社会を見据えた新たな地域福祉のあり方
　について
・本市の防犯対策について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では14人の議員が24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。 一般質問映像

検索はこちらから

の
中
で
非
F
I
T
発
電
施
設
の

対
応
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

当
面
は
そ
の
結
果
を
待
つ
こ
と

と
し
、
そ
れ
ま
で
の
対
応
と
し

て
、
非
F
I
T
発
電
施
設
の
設

置
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

事
業
者
に
対
し
地
域
住
民
の
理

解
を
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
求

め
て
い
く
。
　
　
　
　 

　

【
建
設
部
長
】

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
を
は
じ

め
と
す
る
再
エ
ネ
発
電
事
業
者

に
対
し
て
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
と
の
調
和
を
求
め
る
「
瑞

浪
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
と
自

然
環
境
等
の
保
全
と
の
調
和
に

関
す
る
条
例
（
以
下
再
エ
ネ
条

例
）」
の
施
行
か
ら
２
年
半
が

経
過
し
た
。
発
電
設
備
の
設
置

に
か
か
る
申
請
件
数
と
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
件
数
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
　
再
エ
ネ
条
例
制
定
後
、
申

請
件
数
に
減
少
は
み
ら
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
再
エ
ネ
条
例
に
よ

る
抑
止
力
以
上
に
、
売
電
価
格

の
低
下
な
ど
に
伴
う
駆
け
込
み

申
請
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
苦
情
件
数
に
つ

い
て
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も

の
の
、
事
業
者
が
地
域
住
民
と

覚
書
や
協
定
を
締
結
す
る
事
例

が
増
え
る
な
ど
、
条
例
制
定
に

よ
る
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

山下千尋（新政クラブ）

　
　
非
F
I
T
と
呼
ば
れ
る
、

F
I
T
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）

を
介
さ
ず
に
電
力
の
売
買
を
行

う
手
法
が
近
年
活
発
化
し
て
い

る
。
現
行
の
条
例
で
は
非
F
I
T

は
適
用
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

早
急
に
条
例
を
改
正
し
、
対
象

に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
に
お
い
て
、
新
た

に
再
エ
ネ
発
電
設
備
に
関
す
る

条
例
制
定
の
動
き
が
あ
り
、
そ

再
エ
ネ
条
例
の
運
用
状
況
は

条
例
改
正
で
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
策
を

問答 問答

発電施設の設置申請件数と苦情件数

陶
磁
器
業
界
に
支
援
を

加藤輔之（新政クラブ）

L
P
ガ
ス
多
消
費
企
業
に
支
援
を

　
　
11
月
8
日
付
経
済
産
業
省

か
ら
の
事
務
連
絡
「
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
L
P
ガ
ス
料
金

上
昇
抑
制
に
向
け
た
活
用
の
お

願
い
」
に
対
し
ど
う
対
処
し
た

か
。

　
　
本
通
知
は
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金(

電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金)

の
活
用
の
手
法
と

し
て
経
済
産
業
省
か
ら
助
言
を

受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
交

付
金
の
使
途
は
、
地
方
の
実
情

に
応
じ
て
検
討
す
る
も
の
で
、

本
市
は
商
工
課
所
管
の
商
品
券

発
行
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

　
　
市
内
の
陶
磁
器
業
界
は
燃

料
と
し
て
L
P
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
。
月
間
の
使
用
量
は
瑞

浪
恵
那
両
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合
で
3
0
0
t
に
な
る
。
価
格

は
、
こ
の
間
3
年
間
で
倍
以
上

に
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後

は
一
段
と
拍
車
が
掛
か
っ
て
い

る
。
佐
賀
県
で
は
7
1
0
0
円

／
t
、
愛
知
県
で
は
4
7
0
0

円
／
t
の
補
助
が
あ
り
、
各
務

原
市
、
津
市
、
村
上
市
、
瀬
戸

内
市
等
で
独
自
の
支
援
を
し
て

い
る
。
L
P
ガ
ス
を
燃
料
と
す

る
窯
業
事
業
者
に
市
独
自
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
で
は
「
原
油
高
・

物
価
高
騰
に
お
け
る
地
場
産
業

支
援
金
」
と
し
て
、
地
場
産
業

に
か
か
る
製
造
業
を
営
む
中
小

企
業
者
に
一
律
10
万
円
を
交
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
証
料
な

し
で
低
利
で
借
り
ら
れ
る
「
原

油
高
・
物
価
高
騰
対
策
資
金
」

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

等
の
設
備
整
備
に
対
す
る
補
助

制
度
も
あ
る
。
本
市
で
は
陶
磁

器
製
造
業
者
に
特
化
す
る
も
の

は
考
え
て
い
な
い
が
、
市
民
生

活
安
定
と
経
済
活
性
化
の
た
め

商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
制
度
を
有
効

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

ストレージ型15t
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委員会の審査報告・市政一般質問市政一般質問



　人口減少、少子高齢化、団員の被雇用者化等の社会状況や消防団員の現状を考慮して、令和5年４月から
定数が495名から400名になります。

消防団員の定数削減へ
議第58号　瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

問

答

基本団員及び災害支援団員を400名とする経緯はどのようか。また、定数減となるが、これまでと同等
な消防機能が維持できるのか。
現在の消防団員の定数は平成27年度に改正しており、当時90%以上であった充足率は年々団員数が
減少し、現在は77%である。この状況から令和3年9月1日に「瑞浪市消防団適正定員検討委員会」を設
置し、各分団長等が検討した結果の定数変更であり、今までの機能を維持できる人数としている。

　東濃5市間における消防通信指令業務の共同運用に向け、事務協議会が設置されました。

東濃5市消防通信指令事務協議会が設置されます
議第６６号　東濃５市消防通信指令事務協議会の設置について

問
答
共同運用における住民サービスの向上及び財政上の効果はどのようか。
住民サービス向上については、消防通信指令業務の共同運用をすることで、東濃５市間における１１９番
通報の受信転送等の引継ぎに係る時間のロスを防ぐことができる。これにより、救命率の向上や火災延
焼防止に大きく寄与することとなる。
財政上の効果については、通信指令設備を各市で単独整備するのと比較して、東濃５市全体で５億２,７０
０万円、瑞浪市においては１億３,９００万円の経費削減効果が見込まれる。

経済建設委員会

市政一般質問
渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
・高校生までの医療費無償化の実施について
・自転車の安全利用について
・入ヶ洞ため池（市道上平５号線）の整備について
樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
・瑞浪市道の駅整備事業について
・みずなみ教育について
柴田幸一郎（創政みずなみ）
・小中学校におけるＩＣＴ機器とゲーム理論を用いた教育
　について
奥 村 一 仁（創政みずなみ）
・中学校の部活動をめぐる課題について
舘 林 辰 郎（日本共産党）
・第７次瑞浪市総合計画の策定について
・脱炭素社会の推進について
三輪田幸泰（新政クラブ）
・包括的性教育と生命（いのち）の安全教育について
柴 田 増 三（創政みずなみ）
・市有地の有効活用について
・市政運営について

山 下 千 尋（新政クラブ）
・瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と
　自然環境等の保全との調和に関する条例の運用状況に
　ついて
加 藤 輔 之（新政クラブ）
・エネルギー価格高騰による影響について
成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
・マイナンバーカードの普及について
・消費者被害を防ぐ見守りネットワークの設置について
・こども家庭庁発足における本市の影響について
棚 町　  潤（創政みずなみ）
・本市の公共交通の可能性について
辻 　 正 之（新政クラブ）
・みずなみ健康２１（第２次）改定版について
・今後の都市公園の管理について
榛 葉 利 広（公明党）
・周産期グリーフケアについて
・学校等におけるてんかん口腔用液の投与について
大久保京子（瑞浪政志会）
・ポストコロナ社会を見据えた新たな地域福祉のあり方
　について
・本市の防犯対策について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　12月定例会では14人の議員が24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。 一般質問映像

検索はこちらから

の
中
で
非
F
I
T
発
電
施
設
の

対
応
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

当
面
は
そ
の
結
果
を
待
つ
こ
と

と
し
、
そ
れ
ま
で
の
対
応
と
し

て
、
非
F
I
T
発
電
施
設
の
設

置
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

事
業
者
に
対
し
地
域
住
民
の
理

解
を
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
求

め
て
い
く
。
　
　
　
　 

　

【
建
設
部
長
】

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
を
は
じ

め
と
す
る
再
エ
ネ
発
電
事
業
者

に
対
し
て
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
と
の
調
和
を
求
め
る
「
瑞

浪
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
と
自

然
環
境
等
の
保
全
と
の
調
和
に

関
す
る
条
例
（
以
下
再
エ
ネ
条

例
）」
の
施
行
か
ら
２
年
半
が

経
過
し
た
。
発
電
設
備
の
設
置

に
か
か
る
申
請
件
数
と
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
件
数
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
　
再
エ
ネ
条
例
制
定
後
、
申

請
件
数
に
減
少
は
み
ら
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
再
エ
ネ
条
例
に
よ

る
抑
止
力
以
上
に
、
売
電
価
格

の
低
下
な
ど
に
伴
う
駆
け
込
み

申
請
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
苦
情
件
数
に
つ

い
て
は
大
き
な
変
化
は
な
い
も

の
の
、
事
業
者
が
地
域
住
民
と

覚
書
や
協
定
を
締
結
す
る
事
例

が
増
え
る
な
ど
、
条
例
制
定
に

よ
る
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

山下千尋（新政クラブ）

　
　
非
F
I
T
と
呼
ば
れ
る
、

F
I
T
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）

を
介
さ
ず
に
電
力
の
売
買
を
行

う
手
法
が
近
年
活
発
化
し
て
い

る
。
現
行
の
条
例
で
は
非
F
I
T

は
適
用
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

早
急
に
条
例
を
改
正
し
、
対
象

に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
に
お
い
て
、
新
た

に
再
エ
ネ
発
電
設
備
に
関
す
る

条
例
制
定
の
動
き
が
あ
り
、
そ

再
エ
ネ
条
例
の
運
用
状
況
は

条
例
改
正
で
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
対
策
を

問答 問答

発電施設の設置申請件数と苦情件数

陶
磁
器
業
界
に
支
援
を

加藤輔之（新政クラブ）

L
P
ガ
ス
多
消
費
企
業
に
支
援
を

　
　
11
月
8
日
付
経
済
産
業
省

か
ら
の
事
務
連
絡
「
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
L
P
ガ
ス
料
金

上
昇
抑
制
に
向
け
た
活
用
の
お

願
い
」
に
対
し
ど
う
対
処
し
た

か
。

　
　
本
通
知
は
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金(

電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金)

の
活
用
の
手
法
と

し
て
経
済
産
業
省
か
ら
助
言
を

受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
交

付
金
の
使
途
は
、
地
方
の
実
情

に
応
じ
て
検
討
す
る
も
の
で
、

本
市
は
商
工
課
所
管
の
商
品
券

発
行
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。

【
経
済
部
長
】

　
　
市
内
の
陶
磁
器
業
界
は
燃

料
と
し
て
L
P
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
。
月
間
の
使
用
量
は
瑞

浪
恵
那
両
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合
で
3
0
0
t
に
な
る
。
価
格

は
、
こ
の
間
3
年
間
で
倍
以
上

に
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後

は
一
段
と
拍
車
が
掛
か
っ
て
い

る
。
佐
賀
県
で
は
7
1
0
0
円

／
t
、
愛
知
県
で
は
4
7
0
0

円
／
t
の
補
助
が
あ
り
、
各
務

原
市
、
津
市
、
村
上
市
、
瀬
戸

内
市
等
で
独
自
の
支
援
を
し
て

い
る
。
L
P
ガ
ス
を
燃
料
と
す

る
窯
業
事
業
者
に
市
独
自
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
で
は
「
原
油
高
・

物
価
高
騰
に
お
け
る
地
場
産
業

支
援
金
」
と
し
て
、
地
場
産
業

に
か
か
る
製
造
業
を
営
む
中
小

企
業
者
に
一
律
10
万
円
を
交
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
証
料
な

し
で
低
利
で
借
り
ら
れ
る
「
原

油
高
・
物
価
高
騰
対
策
資
金
」

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

等
の
設
備
整
備
に
対
す
る
補
助

制
度
も
あ
る
。
本
市
で
は
陶
磁

器
製
造
業
者
に
特
化
す
る
も
の

は
考
え
て
い
な
い
が
、
市
民
生

活
安
定
と
経
済
活
性
化
の
た
め

商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
制
度
を
有
効

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

ストレージ型15t
ガスボンベ
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成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
発
足
に

伴
い
、本
市
の
多
様
化
す
る
「
子

育
て
支
援
」
の
部
署
の
再
編
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
６
月
に
改
正
さ

れ
た
児
童
福
祉
法
と
母
子
保
健

法
で
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
一
体
化

し
た
機
関
と
し
て
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
努
力

義
務
と
さ
れ
た
。

　
子
育
て
支
援
の
部
署
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
第
７
次
瑞
浪
市

総
合
計
画
を
策
定
す
る
中
で

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

設
置
を
検
討

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　 
設
置
に
取
組
む

　
　
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
消
費
者

安
全
確
保
地
域
協
議
会
）」
を

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人

情
報
が
共
有
で
き
、
消
費
者
安

全
確
保
に
つ
い
て
連
携
強
化
が

図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

県
内
の
自
治
体
で
は
、
既
存
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
位
置
づ
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
う
し
た
他
市
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　 

　
　【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

設
置
の
検
討
を
は
じ
め
、
本
市

の
実
情
を
踏
ま
え
、
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
組

織
体
制
を
し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
く
。
　
　
　
　
　 【
市
長
】こども家庭庁

公
共
交
通
空
白
地
区
へ
の
対
応

　
　
国
は
自
動
運
転
や
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ（
複
数
の
公
共
交
通
や
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等
を

一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
）
を
積

極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支

援
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
、Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
デ
ー

タ
（
公
共
交
通
の
路
線
検
索
、

経
路
、
運
賃
、
遅
延
情
報
な
ど

に
関
す
る
世
界
標
準
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
）
の
整
備
を
行
っ
た
。

新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
に
お
い
て
は
、
先
進
事
例

の
研
究
を
行
い
、Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
デ
ー

タ
の
更
な
る
利
活
用
と
共
に
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
や
デ
マ
ン
ド
交

通
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討

な
ど
も
行
う
。

　
公
共
交
通
施
策
は
市
民
か
ら

も
要
望
が
多
く
、
最
優
先
施
策

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
を
整
理
し
、

交
通
事
業
者
等
の
役
割
分
担
の

中
で
総
合
的
な
交
通
体
系
を
再

構
築
す
る
。
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
第
７
次
瑞
浪
市
総
合
計

画
と
も
整
合
を
取
り
つ
つ
、
新

病
院
や
観
光
な
ど
新
た
な
交
通

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
中
で
、
本

市
の
魅
力
向
上
、
市
民
生
活
安

定
に
寄
与
し
た
い
。

【
経
済
部
長
・
市
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
公
共
交
通
空
白
地
区
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
公
共
交
通
空
白
地
区
（
鉄

道
駅
よ
り
１
㎞
以
遠
・
バ
ス
停

よ
り
３
０
０
ｍ
以
遠
の
地
区
）

は
市
周
辺
地
域
に
存
在
し
て
い

る
。
効
率
性
を
考
慮
し
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン

ド
交
通
の
ル
ー
ト
設
定
を
行
っ

て
い
る
が
、
完
全
に
解
消
す
る

こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
課
題
に
つ
い
て
も
、
令
和

問答 問答本
市
の
公
共
交
通
の
可
能
性

５
年
度
に
策
定
す
る
地
域
公
共

交
通
計
画
に
お
い
て
検
討
し
て

い
く
。
　
　 【
経
済
部
長
】

園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

対
応
し
、
遊
具
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。
　
　 【
建
設
部
長
】

　
　
み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次

計
画
に
向
け
て
、
課
題
と
取
り

組
む
べ
き
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
平
均
自
立
期
間
は
伸
び
て

き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
行
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
保
健
指
導
利
用
率
の

向
上
が
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

個
人
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
「
地
域
社
会
の
健
康

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
今
後
、

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
で
構
成
さ
れ
る
地
域
医
療

協
議
会
や
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
等
の
各
関
係
団
体
の
活

動
を
強
化
し
、
計
画
を
推
進
し

て
い
く
。

　
み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次
計

画
は
、
令
和
５
年
度
中
に
医
師

会
や
歯
科
医
師
会
等
健
康
づ
く

り
に
関
わ
る
関
係
者
で
構
成
す

る
「
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画

推
進
会
議
」
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
【
民
生
部
次
長
】

辻　正之（新政クラブ）

　
　
公
園
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
応
じ
て
、
公
園
施
設
も
変

化
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
公
園
は
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方

に
安
全
に
、
安
心
し
て
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
施
設
の
整
備
・

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
市

民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
る

公
園
の
利
用
状
況
の
変
化
を
考

慮
し
た
公
園
施
設
整
備
へ
の
対

策
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
瑞

浪
中
央
公
園
は
、
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
や
広
域
避
難
所
を
想
定
し

た
公
園
で
あ
る
が
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
利
用
が
あ
り
遊
具

の
設
置
要
望
も
あ
る
た
め
、
公

み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次
計
画

瑞
浪
中
央
公
園
に
遊
具
設
置
検
討

問答 問答

狭間川公園の遊具

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
充
実
を

榛葉利広（公明党）

て
ん
か
ん
発
作
時
の
体
制
整
備

　
　
学
校
側
が
、
ブ
コ
ラ
ム
投

与
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
の
体
制
整
備
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
て
ん
か
ん
口
腔
用
液
に
つ

い
て
は
、「
学
校
等
で
在
籍
す

る
児
童
等
が
て
ん
か
ん
に
よ
る

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
、
生
命
が

危
険
な
状
態
で
あ
る
場
合
に
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
教
職
員

が
、
口
腔
用
液
を
自
ら
投
与
で

き
な
い
本
人
に
代
わ
っ
て
投
与

す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。」

と
し
て
い
る
が
、
当
該
行
為
に

つ
い
て
は
、
緊
急
や
む
を
得
な

い
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
学
校
現
場
で
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
の
学
校
保
健
委

員
会
に
お
い
て
学
校
医
や
学
校

薬
剤
師
の
指
導
・
助
言
を
頂
き

今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
の
、
相
談
窓
口
な
ど
の

情
報
提
供
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
課
に
お
い

て
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時

に
妊
娠
中
や
出
産
後
の
事
業
の

紹
介
や
妊
娠
の
経
過
や
妊
婦
健

診
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
中
で
妊
娠
・
出

産
に
む
け
、
今
後
起
こ
り
う
る

危
険
性
等
に
つ
い
て
も
説
明
を

行
っ
て
お
り
、
不
安
を
感
じ
た

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の

相
談
を
勧
め
て
い
る
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
相
談
窓
口
と
な

り
、
今
後
、
母
子
保
健
事
業
の

活
用
を
は
じ
め
、
必
要
と
す
る

方
が
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
県
や
医
療
機
関
と
連
携

し
情
報
発
信
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

てんかん口腔用液の使い方 新しくなった
コミュニティバス
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成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
発
足
に

伴
い
、本
市
の
多
様
化
す
る
「
子

育
て
支
援
」
の
部
署
の
再
編
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
６
月
に
改
正
さ

れ
た
児
童
福
祉
法
と
母
子
保
健

法
で
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
一
体
化

し
た
機
関
と
し
て
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
努
力

義
務
と
さ
れ
た
。

　
子
育
て
支
援
の
部
署
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
第
７
次
瑞
浪
市

総
合
計
画
を
策
定
す
る
中
で

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

設
置
を
検
討

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　 

設
置
に
取
組
む

　
　
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
消
費
者

安
全
確
保
地
域
協
議
会
）」
を

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人

情
報
が
共
有
で
き
、
消
費
者
安

全
確
保
に
つ
い
て
連
携
強
化
が

図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

県
内
の
自
治
体
で
は
、
既
存
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
位
置
づ
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
う
し
た
他
市
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　 

　
　【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

設
置
の
検
討
を
は
じ
め
、
本
市

の
実
情
を
踏
ま
え
、
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
組

織
体
制
を
し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
く
。
　
　
　
　
　 【
市
長
】こども家庭庁

公
共
交
通
空
白
地
区
へ
の
対
応

　
　
国
は
自
動
運
転
や
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ（
複
数
の
公
共
交
通
や
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等
を

一
括
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
）
を
積

極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支

援
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
年
度
、Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
デ
ー

タ
（
公
共
交
通
の
路
線
検
索
、

経
路
、
運
賃
、
遅
延
情
報
な
ど

に
関
す
る
世
界
標
準
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
）
の
整
備
を
行
っ
た
。

新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
に
お
い
て
は
、
先
進
事
例

の
研
究
を
行
い
、Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
デ
ー

タ
の
更
な
る
利
活
用
と
共
に
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
や
デ
マ
ン
ド
交

通
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討

な
ど
も
行
う
。

　
公
共
交
通
施
策
は
市
民
か
ら

も
要
望
が
多
く
、
最
優
先
施
策

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
を
整
理
し
、

交
通
事
業
者
等
の
役
割
分
担
の

中
で
総
合
的
な
交
通
体
系
を
再

構
築
す
る
。
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
第
７
次
瑞
浪
市
総
合
計

画
と
も
整
合
を
取
り
つ
つ
、
新

病
院
や
観
光
な
ど
新
た
な
交
通

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
中
で
、
本

市
の
魅
力
向
上
、
市
民
生
活
安

定
に
寄
与
し
た
い
。

【
経
済
部
長
・
市
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
公
共
交
通
空
白
地
区
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
公
共
交
通
空
白
地
区
（
鉄

道
駅
よ
り
１
㎞
以
遠
・
バ
ス
停

よ
り
３
０
０
ｍ
以
遠
の
地
区
）

は
市
周
辺
地
域
に
存
在
し
て
い

る
。
効
率
性
を
考
慮
し
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン

ド
交
通
の
ル
ー
ト
設
定
を
行
っ

て
い
る
が
、
完
全
に
解
消
す
る

こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
課
題
に
つ
い
て
も
、
令
和

問答 問答本
市
の
公
共
交
通
の
可
能
性

５
年
度
に
策
定
す
る
地
域
公
共

交
通
計
画
に
お
い
て
検
討
し
て

い
く
。
　
　 【
経
済
部
長
】

園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

対
応
し
、
遊
具
の
設
置
を
検
討

し
て
い
く
。
　
　 【
建
設
部
長
】

　
　
み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次

計
画
に
向
け
て
、
課
題
と
取
り

組
む
べ
き
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
平
均
自
立
期
間
は
伸
び
て

き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
行
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
保
健
指
導
利
用
率
の

向
上
が
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
、

個
人
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
「
地
域
社
会
の
健
康

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
今
後
、

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
で
構
成
さ
れ
る
地
域
医
療

協
議
会
や
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
等
の
各
関
係
団
体
の
活

動
を
強
化
し
、
計
画
を
推
進
し

て
い
く
。

　
み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次
計

画
は
、
令
和
５
年
度
中
に
医
師

会
や
歯
科
医
師
会
等
健
康
づ
く

り
に
関
わ
る
関
係
者
で
構
成
す

る
「
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画

推
進
会
議
」
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
【
民
生
部
次
長
】

辻　正之（新政クラブ）

　
　
公
園
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
応
じ
て
、
公
園
施
設
も
変

化
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
公
園
は
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方

に
安
全
に
、
安
心
し
て
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
施
設
の
整
備
・

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
市

民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
る

公
園
の
利
用
状
況
の
変
化
を
考

慮
し
た
公
園
施
設
整
備
へ
の
対

策
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
瑞

浪
中
央
公
園
は
、
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
や
広
域
避
難
所
を
想
定
し

た
公
園
で
あ
る
が
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
利
用
が
あ
り
遊
具

の
設
置
要
望
も
あ
る
た
め
、
公

み
ず
な
み
健
康
21
第
３
次
計
画

瑞
浪
中
央
公
園
に
遊
具
設
置
検
討

問答 問答

狭間川公園の遊具

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
充
実
を

榛葉利広（公明党）

て
ん
か
ん
発
作
時
の
体
制
整
備

　
　
学
校
側
が
、
ブ
コ
ラ
ム
投

与
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
の
体
制
整
備
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
て
ん
か
ん
口
腔
用
液
に
つ

い
て
は
、「
学
校
等
で
在
籍
す

る
児
童
等
が
て
ん
か
ん
に
よ
る

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
、
生
命
が

危
険
な
状
態
で
あ
る
場
合
に
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
教
職
員

が
、
口
腔
用
液
を
自
ら
投
与
で

き
な
い
本
人
に
代
わ
っ
て
投
与

す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。」

と
し
て
い
る
が
、
当
該
行
為
に

つ
い
て
は
、
緊
急
や
む
を
得
な

い
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
学
校
現
場
で
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
の
学
校
保
健
委

員
会
に
お
い
て
学
校
医
や
学
校

薬
剤
師
の
指
導
・
助
言
を
頂
き

今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に

つ
い
て
の
、
相
談
窓
口
な
ど
の

情
報
提
供
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
健
康
づ
く
り
課
に
お
い

て
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時

に
妊
娠
中
や
出
産
後
の
事
業
の

紹
介
や
妊
娠
の
経
過
や
妊
婦
健

診
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
中
で
妊
娠
・
出

産
に
む
け
、
今
後
起
こ
り
う
る

危
険
性
等
に
つ
い
て
も
説
明
を

行
っ
て
お
り
、
不
安
を
感
じ
た

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の

相
談
を
勧
め
て
い
る
。

　
周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
相
談
窓
口
と
な

り
、
今
後
、
母
子
保
健
事
業
の

活
用
を
は
じ
め
、
必
要
と
す
る

方
が
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
県
や
医
療
機
関
と
連
携

し
情
報
発
信
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

てんかん口腔用液の使い方 新しくなった
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67

市政一般質問市政一般質問



大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
地
域
の
防
犯
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
出
自
粛
等

に
よ
り
陰
り
が
生
じ
て
き
て
い

る
と
考
え
る
。
今
後
、
地
域
に

お
け
る
活
発
な
防
犯
活
動
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　
犯
罪
抑
止
に
有
効
な
手
段

で
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
必
要
な

公
共
施
設
や
公
共
空
間
に
設
置

し
て
防
犯
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
に
お
け
る
活
発
な
防

犯
活
動
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
防
犯
意
識
の
向
上
と
、
青

色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど

高
齢
者
へ
の
我
が
事
・
丸
ご
と

　
　
　
　 

地
域
福
祉
支
援
の
体
制
は

地
域
の
活
発
な
防
犯
活
動
と
共
に

　 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
で
市
民
を
守
る

　
　
高
齢
者
の
独
居
や
夫
婦
の

み
の
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
在

宅
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す

る
世
帯
が
増
加
す
る
中
、
高
齢

者
に
お
け
る
「
我
が
事
・
丸
ご

と
」
の
地
域
福
祉
支
援
の
体
制

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
。

　
　
在
宅
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
世
帯
へ
の
支
え
手
が
不
足

し
て
い
る
。
地
域
の
互
助
の
拡

充
と
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
を

配
置
し
、
地
域
に
不
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
関
係
機
関
に
繋
ぐ

な
ど
互
助
の
推
進
活
動
を
し
て

い
る
。
今
後
は
よ
り
身
近
な
地

域
課
題
に
対
応
す
る
組
織
の
設

置
を
日
常
生
活
圏
域
ご
と
で
進

め
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

問答 問答

地
域
の
活
発
な
防
犯
活
動
の
推

進
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
引
き

続
き
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
・
市
長
】

いこいの広場に設置した
防犯カメラ

高
校
生
医
療
費
無
償
化
の
導
入
を

　
　
毎
年
、
自
転
車
の
危
険
行

為
か
ら
歩
行
者
を
守
る
た
め
に

交
通
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底
の

相
談
が
あ
る
。
瑞
浪
市
単
独
の

対
策
で
は
改
善
が
み
ら
れ
な

い
。
各
種
団
体
や
保
護
者
か
ら

届
く
声
に
耳
を
傾
け
、
警
察
と

連
携
し
て
交
通
安
全
教
室
等
の

実
施
や
通
学
路
な
ど
の
自
転
車

利
用
者
の
指
導
を
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
瑞
浪
市
で
は
企
業
対
象
の

教
室
の
実
施
は
な
い
が
、
警
察

署
が
管
内
企
業
に
対
し
て
技
能

実
習
生
な
ど
対
象
と
し
た
教
室

を
行
っ
て
い
る
。
要
望
が
あ
れ

ば
、
警
察
と
連
携
し
て
実
施
し

た
い
。

　
ま
た
、
危
険
行
為
に
対
し
て

は
、
地
域
か
ら
情
報
提
供
が
あ

れ
ば
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や

指
導
取
締
り
を
要
望
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
市
長
と
語
る
会
、
議
会
報

告
会
や
私
が
実
施
し
て
い
る
市

政
報
告
会
で
も
「
18
歳
年
度
末

ま
で
医
療
費
の
無
償
化
」
を
願

う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
瑞
浪

市
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
若
者

や
子
ど
も
を
中
心
と
す
る
世
代

に
、
支
援
を
よ
り
一
層
拡
充
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
瑞
浪
市
で
は
年
間
2
0
0
0

万
円
程
の
予
算
で
導
入
が
可
能

と
試
算
し
て
い
る
が
、
高
校
生

ま
で
医
療
費
の
無
償
化
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問答 問

答

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
徹
底
を

　
　
医
療
費
無
償
化
を
実
施
す

る
場
合
、
す
べ
て
一
般
財
源
で

賄
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
新

規
事
業
の
実
施
に
は
、
子
育
て
・

少
子
化
施
策
、
福
祉
施
策
に
お

い
て
、
優
先
す
べ
き
事
業
を
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
財
政
負
担
と
施
策
の
優
先
度

に
鑑
み
、
現
在
は
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
公

平
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
国
や
県
に

要
望
し
て
い
る
。  

【
民
生
部
長
】

安
全
・
安
心
の
教
育
、
平
成
18

年
の
悲
し
い
出
来
事
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
心
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
子
ど
も
の

状
況
の
把
握
や
早
期
の
対
応
を

行
っ
て
い
く
。
現
在
、
不
登
校

や
別
室
登
校
な
ど
の
児
童
数
が

増
加
し
て
い
る
が
、
学
校
に
教

育
相
談
が
で
き
る
職
員
を
常
駐

さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

手
立
て
を
行
え
る
体
制
を
と
り
、

児
童
生
徒
の
心
の
居
場
所
を
確

保
し
て
い
く
。　
　  【
教
育
長
】

　
　
瑞
浪
恵
那
道
路
の
整
備
に

合
わ
せ
釜
戸
町
地
内
に
計
画
さ

れ
て
い
る
瑞
浪
市
道
の
駅
に
つ

い
て
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
基
本
計
画
の
策
定
状

況
、
運
営
主
体
や
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
な
ど
の
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
釜
戸
町
区
長
会
の
も
と

「
か
ま
ど
道
の
駅
検
討
会
」
が

組
織
さ
れ
、
様
々
な
議
論
の
中

で
地
域
組
織
が
道
の
駅
の
運
営

主
体
を
担
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

来
年
度
に
民
間
事
業
者
か
ら
広

く
意
見
・
提
案
を
求
め
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
以

降
、
地
域
が
関
わ
る
こ
と
が
可

能
な
道
の
駅
の
運
営
主
体
の
検

討
を
進
め
、
瑞
浪
恵
那
道
路
の

開
通
に
合
わ
せ
た
開
駅
を
目
指

し
て
い
く
。　
　  【
建
設
部
長
】

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
令
和
4
年
10
月
に
新
た
に

伊
藤
教
育
長
が
就
任
さ
れ
た
。

任
期
の
3
年
間
み
ず
な
み
教
育

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
登
校
の

子
ど
も
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く

の
か
。

　
　
前
教
育
長
か
ら
「
あ
い
さ

つ
・
笑
顔
・
思
い
や
り
」
を
引

き
継
ぎ
「
一
人
一
人
が
大
切
に

さ
れ
る
瑞
浪
教
育
」
を
進
め
て

い
き
た
い
。
そ
の
土
台
と
し
て

瑞
浪
市
道
の
駅
の
検
討
状
況
は

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
教
育

問答 問答

瑞浪市道の駅
ゾーニングイメージ

児
童
生
徒
の
体
力
ア
ッ
プ
の
た
め

　 

ク
ラ
ス
対
抗
の
体
育
大
会
を
開
催

柴田幸一郎（創政みずなみ）

ゲ
ー
ム
理
論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
し
い
教
育
を

　
　
ゲ
ー
ム
理
論
と
は
、
ラ
イ

バ
ル
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で

あ
る
。
単
学
級
が
で
き
て
も
、

他
の
学
校
の
学
級
が
ゲ
ー
ム
理

論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
繋
が
れ
ば

楽
し
い
、
友
情
が
生
ま
れ
る
、

学
べ
る
と
考
え
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
理
論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
学
校

の
交
流
を
深
め
る
新
し
い
教
育

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り

学
校
教
育
は
大
き
く
変
化
し
、

生
徒
に
と
っ
て
も
情
報
の
蓄
積

や
共
有
に
有
益
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
理
論
を

用
い
た
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
学
校
同
士
を
つ
な
ぐ

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
検
討
し
そ
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
　
　 【
教
育
長
】

　
　
令
和
11
年
度
か
ら
瑞
浪
南

中
学
校
は
1
学
年
1
学
級
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
1
学
級
を
半

分
に
分
け
て
校
内
で
体
育
大
会

を
行
う
よ
り
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
利
用
し
て
、
市
内
全
中
学
校

で
ク
ラ
ス
対
抗
の
体
育
大
会
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
小
学
校
に
お
い
て
は
、
1

学
年
1
学
級
の
場
合
に
学
級
を

半
分
に
分
け
て
、
競
技
を
通
し

て
相
手
と
争
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
今
後

出
現
が
予
想
さ
れ
る
中
学
校
の

学
年
単
学
級
に
お
け
る
体
育
大

会
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
ラ
イ
ブ
中
継
に
よ
る

開
催
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
、

活
動
の
ね
ら
い
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
各
校
長
と
も
協
議
し
て

い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答
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大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
地
域
の
防
犯
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
出
自
粛
等

に
よ
り
陰
り
が
生
じ
て
き
て
い

る
と
考
え
る
。
今
後
、
地
域
に

お
け
る
活
発
な
防
犯
活
動
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　
犯
罪
抑
止
に
有
効
な
手
段

で
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
必
要
な

公
共
施
設
や
公
共
空
間
に
設
置

し
て
防
犯
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
に
お
け
る
活
発
な
防

犯
活
動
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
防
犯
意
識
の
向
上
と
、
青

色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど

高
齢
者
へ
の
我
が
事
・
丸
ご
と

　
　
　
　 

地
域
福
祉
支
援
の
体
制
は

地
域
の
活
発
な
防
犯
活
動
と
共
に

　 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
で
市
民
を
守
る

　
　
高
齢
者
の
独
居
や
夫
婦
の

み
の
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
在

宅
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す

る
世
帯
が
増
加
す
る
中
、
高
齢

者
に
お
け
る
「
我
が
事
・
丸
ご

と
」
の
地
域
福
祉
支
援
の
体
制

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
。

　
　
在
宅
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
世
帯
へ
の
支
え
手
が
不
足

し
て
い
る
。
地
域
の
互
助
の
拡

充
と
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
を

配
置
し
、
地
域
に
不
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
関
係
機
関
に
繋
ぐ

な
ど
互
助
の
推
進
活
動
を
し
て

い
る
。
今
後
は
よ
り
身
近
な
地

域
課
題
に
対
応
す
る
組
織
の
設

置
を
日
常
生
活
圏
域
ご
と
で
進

め
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

問答 問答

地
域
の
活
発
な
防
犯
活
動
の
推

進
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
引
き

続
き
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
・
市
長
】

いこいの広場に設置した
防犯カメラ

高
校
生
医
療
費
無
償
化
の
導
入
を

　
　
毎
年
、
自
転
車
の
危
険
行

為
か
ら
歩
行
者
を
守
る
た
め
に

交
通
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底
の

相
談
が
あ
る
。
瑞
浪
市
単
独
の

対
策
で
は
改
善
が
み
ら
れ
な

い
。
各
種
団
体
や
保
護
者
か
ら

届
く
声
に
耳
を
傾
け
、
警
察
と

連
携
し
て
交
通
安
全
教
室
等
の

実
施
や
通
学
路
な
ど
の
自
転
車

利
用
者
の
指
導
を
強
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
瑞
浪
市
で
は
企
業
対
象
の

教
室
の
実
施
は
な
い
が
、
警
察

署
が
管
内
企
業
に
対
し
て
技
能

実
習
生
な
ど
対
象
と
し
た
教
室

を
行
っ
て
い
る
。
要
望
が
あ
れ

ば
、
警
察
と
連
携
し
て
実
施
し

た
い
。

　
ま
た
、
危
険
行
為
に
対
し
て

は
、
地
域
か
ら
情
報
提
供
が
あ

れ
ば
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や

指
導
取
締
り
を
要
望
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
市
長
と
語
る
会
、
議
会
報

告
会
や
私
が
実
施
し
て
い
る
市

政
報
告
会
で
も
「
18
歳
年
度
末

ま
で
医
療
費
の
無
償
化
」
を
願

う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
瑞
浪

市
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
若
者

や
子
ど
も
を
中
心
と
す
る
世
代

に
、
支
援
を
よ
り
一
層
拡
充
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
瑞
浪
市
で
は
年
間
2
0
0
0

万
円
程
の
予
算
で
導
入
が
可
能

と
試
算
し
て
い
る
が
、
高
校
生

ま
で
医
療
費
の
無
償
化
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問答 問

答

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
徹
底
を

　
　
医
療
費
無
償
化
を
実
施
す

る
場
合
、
す
べ
て
一
般
財
源
で

賄
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
新

規
事
業
の
実
施
に
は
、
子
育
て
・

少
子
化
施
策
、
福
祉
施
策
に
お

い
て
、
優
先
す
べ
き
事
業
を
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
財
政
負
担
と
施
策
の
優
先
度

に
鑑
み
、
現
在
は
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
公

平
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
国
や
県
に

要
望
し
て
い
る
。  

【
民
生
部
長
】

安
全
・
安
心
の
教
育
、
平
成
18

年
の
悲
し
い
出
来
事
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
心
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
子
ど
も
の

状
況
の
把
握
や
早
期
の
対
応
を

行
っ
て
い
く
。
現
在
、
不
登
校

や
別
室
登
校
な
ど
の
児
童
数
が

増
加
し
て
い
る
が
、
学
校
に
教

育
相
談
が
で
き
る
職
員
を
常
駐

さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

手
立
て
を
行
え
る
体
制
を
と
り
、

児
童
生
徒
の
心
の
居
場
所
を
確

保
し
て
い
く
。　
　  【
教
育
長
】

　
　
瑞
浪
恵
那
道
路
の
整
備
に

合
わ
せ
釜
戸
町
地
内
に
計
画
さ

れ
て
い
る
瑞
浪
市
道
の
駅
に
つ

い
て
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
基
本
計
画
の
策
定
状

況
、
運
営
主
体
や
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
な
ど
の
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
釜
戸
町
区
長
会
の
も
と

「
か
ま
ど
道
の
駅
検
討
会
」
が

組
織
さ
れ
、
様
々
な
議
論
の
中

で
地
域
組
織
が
道
の
駅
の
運
営

主
体
を
担
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

来
年
度
に
民
間
事
業
者
か
ら
広

く
意
見
・
提
案
を
求
め
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
以

降
、
地
域
が
関
わ
る
こ
と
が
可

能
な
道
の
駅
の
運
営
主
体
の
検

討
を
進
め
、
瑞
浪
恵
那
道
路
の

開
通
に
合
わ
せ
た
開
駅
を
目
指

し
て
い
く
。　
　  【
建
設
部
長
】

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
令
和
4
年
10
月
に
新
た
に

伊
藤
教
育
長
が
就
任
さ
れ
た
。

任
期
の
3
年
間
み
ず
な
み
教
育

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
登
校
の

子
ど
も
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く

の
か
。

　
　
前
教
育
長
か
ら
「
あ
い
さ

つ
・
笑
顔
・
思
い
や
り
」
を
引

き
継
ぎ
「
一
人
一
人
が
大
切
に

さ
れ
る
瑞
浪
教
育
」
を
進
め
て

い
き
た
い
。
そ
の
土
台
と
し
て

瑞
浪
市
道
の
駅
の
検
討
状
況
は

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
教
育

問答 問答

瑞浪市道の駅
ゾーニングイメージ

児
童
生
徒
の
体
力
ア
ッ
プ
の
た
め

　 

ク
ラ
ス
対
抗
の
体
育
大
会
を
開
催

柴田幸一郎（創政みずなみ）

ゲ
ー
ム
理
論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
し
い
教
育
を

　
　
ゲ
ー
ム
理
論
と
は
、
ラ
イ

バ
ル
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で

あ
る
。
単
学
級
が
で
き
て
も
、

他
の
学
校
の
学
級
が
ゲ
ー
ム
理

論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
繋
が
れ
ば

楽
し
い
、
友
情
が
生
ま
れ
る
、

学
べ
る
と
考
え
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
理
論
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
学
校

の
交
流
を
深
め
る
新
し
い
教
育

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り

学
校
教
育
は
大
き
く
変
化
し
、

生
徒
に
と
っ
て
も
情
報
の
蓄
積

や
共
有
に
有
益
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
理
論
を

用
い
た
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
学
校
同
士
を
つ
な
ぐ

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
検
討
し
そ
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。
　
　 【
教
育
長
】

　
　
令
和
11
年
度
か
ら
瑞
浪
南

中
学
校
は
1
学
年
1
学
級
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
1
学
級
を
半

分
に
分
け
て
校
内
で
体
育
大
会

を
行
う
よ
り
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
利
用
し
て
、
市
内
全
中
学
校

で
ク
ラ
ス
対
抗
の
体
育
大
会
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
小
学
校
に
お
い
て
は
、
1

学
年
1
学
級
の
場
合
に
学
級
を

半
分
に
分
け
て
、
競
技
を
通
し

て
相
手
と
争
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
今
後

出
現
が
予
想
さ
れ
る
中
学
校
の

学
年
単
学
級
に
お
け
る
体
育
大

会
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
ラ
イ
ブ
中
継
に
よ
る

開
催
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
、

活
動
の
ね
ら
い
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
各
校
長
と
も
協
議
し
て

い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答
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奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
生
徒
の
体
力
が
低
下
し
て

い
る
が
、
今
後
、
体
力
向
上
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

　
　
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
指
導
内

容
を
、
確
実
に
体
育
の
授
業
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
基
本
的
な
技
能
に
加
え
、

運
動
の
楽
し
み
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
幼
児
園
・
小
学
校
の

段
階
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽

し
い
と
実
感
す
る
こ
と
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、Ａ
Ｃ
Ｐ
を
実
施

し
体
を
動
か
す
喜
び
を
実
感
し

地
域
移
行
の
推
進
と
生
徒
の

　 

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
部
活
動
の
設
置

体
力
向
上
へ
の
取
組
は

　
　
平
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
運

動
部
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
日
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
指
導
者
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
。
今
後
、
県
の
動

き
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運

動
部
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
を
新
設
す
る
と
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
部
活
動
の
廃

部
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
の
場
を
限
定
し
て
し
ま

う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
学
校

部
活
動
と
し
て
新
設
す
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
検
討
す
る
方
が
妥
当
だ

と
考
え
る
。
　
　
　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

て
も
ら
う
こ
と
で
、
体
力
の
向

上
、
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
教
育
長
】全国調査における体力合計点の推移

7
次
総
で
新
病
院
建
設
反
対
す
る

　
　
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
本
市
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
民
生
活
や
経
済
活
動
等

に
お
け
る
市
全
体
の
二
酸
化
炭

素
削
減
を
目
的
と
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
に

今
年
度
着
手
し
て
い
る
。
第
３

次
瑞
浪
市
環
境
基
本
計
画
に
包

含
す
る
形
で
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
策
定
す
る
。

【
経
済
部
次
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
６
次
総
基
本
構
想
に
対
し

市
議
会
か
ら
市
長
に
提
出
し
た

附
帯
決
議
事
項
の
う
ち
「
市
民

と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
と
「
人
口
４
万
人
維

持
へ
の
対
応
」
に
、
ど
う
対
処

し
て
き
た
の
か
。

　
７
次
総
に
お
い
て
、
今
後
の

人
口
減
少
に
よ
り
小
学
校
は
複

式
学
級
、
中
学
校
で
単
学
級
が

予
想
さ
れ
配
属
教
員
数
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
教
育
の

質
を
落
と
さ
な
い
対
策
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
、
新
病
院
の
建

設
地
が
土
岐
市
で
あ
り
、
本
市

に
公
的
病
院
が
な
く
な
る
が
、

市
民
の
命
と
健
康
を
ど
う
守
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
の
創

設
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

制
定
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
た
。
人
口

４
万
人
維
持
の
目
標
に
向
け
て

取
り
組
ん
だ
定
住
促
進
施
策
や

問答 問答地
域
を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を

企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
の
質
の
確
保
の
た
め
に
は
、

適
切
な
教
員
配
置
と
教
員
へ
の

研
修
充
実
を
重
視
し
て
い
く
。

　
将
来
に
わ
た
り
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
瑞
浪
市
と
土

岐
市
で
設
置
す
る
新
病
院
が
、

充
実
し
た
医
療
機
能
を
持
つ
公

立
病
院
と
な
る
。
本
市
も
主
体

的
に
地
域
医
療
に
関
わ
っ
て
い

く
事
で
、
市
民
の
命
を
守
り
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
市
と

し
て
い
く
。
　
　【
市
長 

ほ
か
】

じ
め
る
。
養
護
教
諭
を
中
心
に

現
在
実
施
し
て
い
る
「
性
に
関

す
る
指
導
」
と
重
な
る
部
分
が

多
い
た
め
、
国
の
「
指
導
の
手

引
き
」
の
指
導
事
例
な
ど
を
取

り
入
れ
、
教
材
等
も
必
要
に
応

じ
て
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
　
　【
民
生
部
次
長
・

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
小
中
学
校
で
は
人
権
意
識

に
基
づ
く
性
教
育
の
推
進
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

　
　
学
校
で
は
「
性
に
関
す
る

指
導
」
の
年
間
指
導
計
画
に
基

づ
き
、
確
実
な
実
施
と
す
る
た

め
に
す
べ
て
の
学
年
で
目
標
を

立
て
、
養
護
教
諭
が
中
心
と
な

り
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
と

連
携
し
て
特
別
活
動
や
保
健
体

育
の
授
業
で
指
導
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
幼
児
期
か
ら
の
指
導
が
必

要
と
な
る
「
生
命
（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
」
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
幼
児
期
に
お
い
て
は
「
水

着
で
隠
れ
る
部
分
は
、
自
分
だ

け
の
大
切
な
と
こ
ろ
」「
相
手

の
大
切
な
と
こ
ろ
を
見
た
り

触
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
」

「
い
や
な
触
ら
れ
方
を
し
た
場

合
の
対
応
」
な
ど
の
内
容
で
、

既
に
各
園
の
５
歳
児
に
対
し
て
、

プ
ー
ル
が
始
ま
る
時
期
に
紙
芝

居
な
ど
の
教
材
を
利
用
し
て
教

え
て
い
る
。
今
後
も
、
文
部
科

学
省
か
ら
提
供
さ
れ
る
教
材
な

ど
を
有
効
活
用
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
「
生

命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

は
令
和
５
年
度
か
ら
指
導
を
は

人
権
を
意
識
し
た
性
教
育
は

包
括
的
性
教
育
と

　
　  

生
命(

い
の
ち)

の
安
全
教
育
は

問答 問答

幼児向け教材例

市
有
地
の
有
効
活
用
は

柴田増三（創政みずなみ）

市
長
5
期
目
へ
の
挑
戦
は

　
　
次
期
市
長
選
へ
の
見
解
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
に
は
、
駅
周
辺
再
開

発
、
新
病
院
建
設
な
ど
の
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
I
C
T

活
用
の
教
育
環
境
の
向
上
、

S
D
G
ｓ
の
取
り
組
み
の
強
化

な
ど
重
要
課
題
が
多
く
あ
る
。

後
援
会
、
各
界
各
層
の
皆
様
か

ら
立
候
補
の
要
請
を
お
受
け

し
、
瑞
浪
市
が
よ
り
良
い
ま
ち

と
な
る
よ
う
こ
う
し
た
重
要
課

題
に
責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
５
期
目
の
挑
戦
を
決
意
し

た
。
私
自
身
健
康
で
、
意
欲
・

気
力
も
大
変
満
ち
溢
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識

を
活
か
し
、
引
き
続
き
市
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　 

【
市
長
】

　
　
空
地
と
な
っ
て
い
る
市
有

地
の
う
ち
、
利
用
時
期
・
目
的

が
明
確
で
な
い
土
地
の
活
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に

空
地
を
整
備
す
る
場
合
、
市
の

補
助
金
活
用
は
で
き
る
か
。

　
　
市
が
所
有
し
て
い
る
普
通

財
産
は
、
空
地
に
限
ら
ず
有
効

活
用
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
場

合
に
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。
建
設
部
所
管
の
空
地

活
用
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に

進
め
て
い
る
現
事
業
の
完
成
の

見
通
し
が
立
っ
た
段
階
で
、
未

着
手
事
業
の
必
要
性
を
再
検
討

し
事
業
の
継
続
を
判
断
す
る
。

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
組

織
が
地
域
の
課
題
解
消
や
活
性

化
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
空

地
を
整
備
す
る
場
合
は
夢
づ
く

り
地
域
交
付
金
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
会
が
自

主
的
な
地
域
活
動
と
し
て
、
遊

園
地
や
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
整
備

す
る
場
合
は
地
域
振
業
事
業
費

補
助
金
の
活
用
が
可
能
で
あ

る
。【

理
事
（兼）
総
務
部
長 

ほ
か
】

問答 問答
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奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
生
徒
の
体
力
が
低
下
し
て

い
る
が
、
今
後
、
体
力
向
上
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

　
　
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
指
導
内

容
を
、
確
実
に
体
育
の
授
業
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
基
本
的
な
技
能
に
加
え
、

運
動
の
楽
し
み
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
幼
児
園
・
小
学
校
の

段
階
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽

し
い
と
実
感
す
る
こ
と
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、Ａ
Ｃ
Ｐ
を
実
施

し
体
を
動
か
す
喜
び
を
実
感
し

地
域
移
行
の
推
進
と
生
徒
の

　 

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
部
活
動
の
設
置

体
力
向
上
へ
の
取
組
は

　
　
平
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
運

動
部
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
日
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
指
導
者
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
。
今
後
、
県
の
動

き
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運

動
部
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
を
新
設
す
る
と
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
部
活
動
の
廃

部
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
の
場
を
限
定
し
て
し
ま

う
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
学
校

部
活
動
と
し
て
新
設
す
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
検
討
す
る
方
が
妥
当
だ

と
考
え
る
。
　
　
　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

て
も
ら
う
こ
と
で
、
体
力
の
向

上
、
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

【
教
育
長
】全国調査における体力合計点の推移

7
次
総
で
新
病
院
建
設
反
対
す
る

　
　
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
本
市
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
民
生
活
や
経
済
活
動
等

に
お
け
る
市
全
体
の
二
酸
化
炭

素
削
減
を
目
的
と
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
に

今
年
度
着
手
し
て
い
る
。
第
３

次
瑞
浪
市
環
境
基
本
計
画
に
包

含
す
る
形
で
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
策
定
す
る
。

【
経
済
部
次
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
６
次
総
基
本
構
想
に
対
し

市
議
会
か
ら
市
長
に
提
出
し
た

附
帯
決
議
事
項
の
う
ち
「
市
民

と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
と
「
人
口
４
万
人
維

持
へ
の
対
応
」
に
、
ど
う
対
処

し
て
き
た
の
か
。

　
７
次
総
に
お
い
て
、
今
後
の

人
口
減
少
に
よ
り
小
学
校
は
複

式
学
級
、
中
学
校
で
単
学
級
が

予
想
さ
れ
配
属
教
員
数
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
教
育
の

質
を
落
と
さ
な
い
対
策
は
ど
の

よ
う
か
。
ま
た
、
新
病
院
の
建

設
地
が
土
岐
市
で
あ
り
、
本
市

に
公
的
病
院
が
な
く
な
る
が
、

市
民
の
命
と
健
康
を
ど
う
守
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
の
創

設
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

制
定
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
た
。
人
口

４
万
人
維
持
の
目
標
に
向
け
て

取
り
組
ん
だ
定
住
促
進
施
策
や

問答 問答地
域
を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を

企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
の
質
の
確
保
の
た
め
に
は
、

適
切
な
教
員
配
置
と
教
員
へ
の

研
修
充
実
を
重
視
し
て
い
く
。

　
将
来
に
わ
た
り
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
瑞
浪
市
と
土

岐
市
で
設
置
す
る
新
病
院
が
、

充
実
し
た
医
療
機
能
を
持
つ
公

立
病
院
と
な
る
。
本
市
も
主
体

的
に
地
域
医
療
に
関
わ
っ
て
い

く
事
で
、
市
民
の
命
を
守
り
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
市
と

し
て
い
く
。
　
　【
市
長 

ほ
か
】

じ
め
る
。
養
護
教
諭
を
中
心
に

現
在
実
施
し
て
い
る
「
性
に
関

す
る
指
導
」
と
重
な
る
部
分
が

多
い
た
め
、
国
の
「
指
導
の
手

引
き
」
の
指
導
事
例
な
ど
を
取

り
入
れ
、
教
材
等
も
必
要
に
応

じ
て
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。
　
　【
民
生
部
次
長
・

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
小
中
学
校
で
は
人
権
意
識

に
基
づ
く
性
教
育
の
推
進
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

　
　
学
校
で
は
「
性
に
関
す
る

指
導
」
の
年
間
指
導
計
画
に
基

づ
き
、
確
実
な
実
施
と
す
る
た

め
に
す
べ
て
の
学
年
で
目
標
を

立
て
、
養
護
教
諭
が
中
心
と
な

り
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
と

連
携
し
て
特
別
活
動
や
保
健
体

育
の
授
業
で
指
導
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
幼
児
期
か
ら
の
指
導
が
必

要
と
な
る
「
生
命
（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
」
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　
幼
児
期
に
お
い
て
は
「
水

着
で
隠
れ
る
部
分
は
、
自
分
だ

け
の
大
切
な
と
こ
ろ
」「
相
手

の
大
切
な
と
こ
ろ
を
見
た
り

触
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
」

「
い
や
な
触
ら
れ
方
を
し
た
場

合
の
対
応
」
な
ど
の
内
容
で
、

既
に
各
園
の
５
歳
児
に
対
し
て
、

プ
ー
ル
が
始
ま
る
時
期
に
紙
芝

居
な
ど
の
教
材
を
利
用
し
て
教

え
て
い
る
。
今
後
も
、
文
部
科

学
省
か
ら
提
供
さ
れ
る
教
材
な

ど
を
有
効
活
用
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
「
生

命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

は
令
和
５
年
度
か
ら
指
導
を
は

人
権
を
意
識
し
た
性
教
育
は

包
括
的
性
教
育
と

　
　  
生
命(
い
の
ち)

の
安
全
教
育
は

問答 問答

幼児向け教材例

市
有
地
の
有
効
活
用
は

柴田増三（創政みずなみ）

市
長
5
期
目
へ
の
挑
戦
は

　
　
次
期
市
長
選
へ
の
見
解
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
に
は
、
駅
周
辺
再
開

発
、
新
病
院
建
設
な
ど
の
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
I
C
T

活
用
の
教
育
環
境
の
向
上
、

S
D
G
ｓ
の
取
り
組
み
の
強
化

な
ど
重
要
課
題
が
多
く
あ
る
。

後
援
会
、
各
界
各
層
の
皆
様
か

ら
立
候
補
の
要
請
を
お
受
け

し
、
瑞
浪
市
が
よ
り
良
い
ま
ち

と
な
る
よ
う
こ
う
し
た
重
要
課

題
に
責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
５
期
目
の
挑
戦
を
決
意
し

た
。
私
自
身
健
康
で
、
意
欲
・

気
力
も
大
変
満
ち
溢
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識

を
活
か
し
、
引
き
続
き
市
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　 

【
市
長
】

　
　
空
地
と
な
っ
て
い
る
市
有

地
の
う
ち
、
利
用
時
期
・
目
的

が
明
確
で
な
い
土
地
の
活
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に

空
地
を
整
備
す
る
場
合
、
市
の

補
助
金
活
用
は
で
き
る
か
。

　
　
市
が
所
有
し
て
い
る
普
通

財
産
は
、
空
地
に
限
ら
ず
有
効

活
用
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
場

合
に
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。
建
設
部
所
管
の
空
地

活
用
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に

進
め
て
い
る
現
事
業
の
完
成
の

見
通
し
が
立
っ
た
段
階
で
、
未

着
手
事
業
の
必
要
性
を
再
検
討

し
事
業
の
継
続
を
判
断
す
る
。

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
組

織
が
地
域
の
課
題
解
消
や
活
性

化
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
空

地
を
整
備
す
る
場
合
は
夢
づ
く

り
地
域
交
付
金
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
会
が
自

主
的
な
地
域
活
動
と
し
て
、
遊

園
地
や
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
整
備

す
る
場
合
は
地
域
振
業
事
業
費

補
助
金
の
活
用
が
可
能
で
あ

る
。【

理
事
（兼）
総
務
部
長 

ほ
か
】

問答 問答

市有空地 建設予定の東濃中部病院

※ACP…アクティブ・チャイルド・プログラム
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12月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

12月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

　議長(熊谷隆男議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

議第
54号

条例

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合規約の変更について

議第
62号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合の解散について

議第
63号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合の解散に伴う財産処分について

議第
64号

その他

予算

請願

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁
償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第
58号 ◯◯欠

席◯◯◯◯◯◯◯議
長 ◯ ◯◯●◯可決総務民

生文教
瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第
65号 ◯◯欠

席◯◯◯◯◯◯◯議
長 ◯ ◯◯●◯可決総務民

生文教
東濃中部病院事務組合の共同処理す
る事務の変更及びこれに伴う規約の
変更について

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決予算
決算

令和 4年度瑞浪市一般会計補正予算
（第 10号）

議第
68号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決予算
決算

令和 4年度瑞浪市介護保険事業特別
会計補正予算（第 2号）

議第
70号
請願第
1号 ●●欠

席●●●●●●●議
長 ● ●●◯◯不採択総務民

生文教
物価高騰に見合う年金額引き上げを
求める請願書について

議第
55号

奥
村
一
仁

山
下
千
尋

棚
町
　
潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　
正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

付託先議案名議案
番号

採決
結果案件

豊明市議会　議場にて

上平５号線 現地確認の様子

合同研修会の様子

委員会の活動報告
案　件 議案番号 議　案　名 付託先 採決結果

議第 52号

議第 53号

条　例

その他

予　算

議会条例

議第 56号

議第 57号 瑞浪市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

議第 59号

議第 60号

議第 61号

議第 66号

瑞浪市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

瑞浪市個人情報保護審査会条例の制定について

瑞浪市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制
定について

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴
う規約の変更について

東濃５市消防通信指令事務協議会の設置について

財産の取得について

財産の取得について

令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第９号）

令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和４年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第１１号）

瑞浪市議会個人情報保護条例の制定について

議第 74号

議第 75号

議第 67号

議第 69号

議第 71号

議第 72号

議第 73号

議第 76号

発議第 3号

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

経済建設

経済建設

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

―

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

　11月２１日（月）に、豊明市議会へ行政視察を行いました。
　豊明市では通年議会を導入しており、年 4回の定例会のほか臨時議会、
議長招集の緊急会議が開催されています。緊急時にも対応でき、専決処分
を極力少なくする取組がなされていました。
　議員間討議については本市議会の進行と大きく変わりはありませんが、
執行部が同席しての開催や討議内容が議事録に残るなど、開かれた形で
行われていました。議員間討議は議事機関として有効な役割を果たすため
に、今後さらなる活用を検討してまいりたいと思います。
　これらの議会運営にかかる改革の推進により、議会の活性化と議員の資質向上を図ってまいります。

豊明市議会　行政視察

議会運営委員会

　１０月２１日（金）に、令和４年 8月に設置された瑞浪市学区制審議会の審議経過についてをテーマに、教育委員会
事務局から説明を受けました。学区制審議会では、市内小中学校の学区のあり方について保護者等へのアンケート
結果を参考に審議が重ねられ、令和５年度に審議した結果が答申されます。
　勉強会終了後に議員間討議を行い、子どもたちの教育環境は移住定住施策とも大きく関連があることから、市全
体の重要な課題と捉え、議会として調査研究を続けていくことの必要性を感じました。

第３回 総務民生文教委員会勉強会

総務民生文教委員会

　１０月１３日（木）に、令和５年度に工事着手予定の「市道上平５号線改良事
業」をテーマに勉強会を行いました。上平 5 号線の開通により市の中心部
とクリエイションパークのアクセスが良くなり、リニア岐阜県駅の開通など
と併せ、市内経済への波及効果が期待できます。軟弱地盤対策、通学路の
安全対策などの課題と対策についても確認しました。

第２回 経済建設委員会勉強会

　１１月２４日（木）に、瑞浪市観光協会　事務局長　稲垣昌克氏より「瑞浪
市の観光の方向性について」をテーマに講義を受けました。観光協会がど
のような方針で瑞浪市の観光客数を増加させるのか、様々な調査から得たデータを基に、「認知度をアップさせる事
業」「興味・関心度をアップさせる事業」の説明を受けました。来年の観光振興事業についても示され、今後の観光
施策の在り方について学ぶことができました。

第３回 経済建設委員会勉強会

経済建設委員会

　１０月１８日（火）瑞浪市役所にて、恵那市議会瑞浪恵那道路・新丸山ダム
建設促進特別委員会と合同研修会を開催しました。
　研修では、国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所の舟橋邦
顕副所長より、事業概要や工事の進捗状況、国土交通省の取組などについ
て説明を受けました。
　瑞浪市土岐町から恵那市長島町までの１２．５㎞の工事が着々と進められ
ており、早期完成の期待が高まります。

瑞浪恵那道路に関わる特別委員会協議会合同研修会

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

　舘林辰郎議員は、議第56号、議第57号の採決を棄権した。
　棚町潤議員は定例会最終日に病気欠席したため、議第66号、議題67号以外の採決に加わっていない。
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12月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

12月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

　議長(熊谷隆男議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

議第
54号

条例

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合規約の変更について

議第
62号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合の解散について

議第
63号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組
合の解散に伴う財産処分について

議第
64号

その他

予算

請願

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁
償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第
58号 ◯◯欠

席◯◯◯◯◯◯◯議
長 ◯ ◯◯●◯可決総務民

生文教
瑞浪市消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第
65号 ◯◯欠

席◯◯◯◯◯◯◯議
長 ◯ ◯◯●◯可決総務民

生文教
東濃中部病院事務組合の共同処理す
る事務の変更及びこれに伴う規約の
変更について

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決予算
決算

令和 4年度瑞浪市一般会計補正予算
（第 10号）

議第
68号

◯◯欠
席◯◯◯◯◯◯◯議

長 ◯ ◯◯●◯可決予算
決算

令和 4年度瑞浪市介護保険事業特別
会計補正予算（第 2号）

議第
70号
請願第
1号 ●●欠

席●●●●●●●議
長 ● ●●◯◯不採択総務民

生文教
物価高騰に見合う年金額引き上げを
求める請願書について

議第
55号

奥
村
一
仁

山
下
千
尋

棚
町
　
潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　
正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

付託先議案名議案
番号

採決
結果案件

豊明市議会　議場にて

上平５号線 現地確認の様子

合同研修会の様子

委員会の活動報告
案　件 議案番号 議　案　名 付託先 採決結果

議第 52号

議第 53号

条　例

その他

予　算

議会条例

議第 56号

議第 57号 瑞浪市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

議第 59号

議第 60号

議第 61号

議第 66号

瑞浪市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

瑞浪市個人情報保護審査会条例の制定について

瑞浪市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制
定について

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴
う規約の変更について

東濃５市消防通信指令事務協議会の設置について

財産の取得について

財産の取得について

令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第９号）

令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和４年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第１１号）

瑞浪市議会個人情報保護条例の制定について

議第 74号

議第 75号

議第 67号

議第 69号

議第 71号

議第 72号

議第 73号

議第 76号

発議第 3号

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

総務民生文教

経済建設

経済建設

経済建設

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

予 算 決 算

―

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

　11月２１日（月）に、豊明市議会へ行政視察を行いました。
　豊明市では通年議会を導入しており、年 4回の定例会のほか臨時議会、
議長招集の緊急会議が開催されています。緊急時にも対応でき、専決処分
を極力少なくする取組がなされていました。
　議員間討議については本市議会の進行と大きく変わりはありませんが、
執行部が同席しての開催や討議内容が議事録に残るなど、開かれた形で
行われていました。議員間討議は議事機関として有効な役割を果たすため
に、今後さらなる活用を検討してまいりたいと思います。
　これらの議会運営にかかる改革の推進により、議会の活性化と議員の資質向上を図ってまいります。

豊明市議会　行政視察

議会運営委員会

　１０月２１日（金）に、令和４年 8月に設置された瑞浪市学区制審議会の審議経過についてをテーマに、教育委員会
事務局から説明を受けました。学区制審議会では、市内小中学校の学区のあり方について保護者等へのアンケート
結果を参考に審議が重ねられ、令和５年度に審議した結果が答申されます。
　勉強会終了後に議員間討議を行い、子どもたちの教育環境は移住定住施策とも大きく関連があることから、市全
体の重要な課題と捉え、議会として調査研究を続けていくことの必要性を感じました。

第３回 総務民生文教委員会勉強会

総務民生文教委員会

　１０月１３日（木）に、令和５年度に工事着手予定の「市道上平５号線改良事
業」をテーマに勉強会を行いました。上平 5 号線の開通により市の中心部
とクリエイションパークのアクセスが良くなり、リニア岐阜県駅の開通など
と併せ、市内経済への波及効果が期待できます。軟弱地盤対策、通学路の
安全対策などの課題と対策についても確認しました。

第２回 経済建設委員会勉強会

　１１月２４日（木）に、瑞浪市観光協会　事務局長　稲垣昌克氏より「瑞浪
市の観光の方向性について」をテーマに講義を受けました。観光協会がど
のような方針で瑞浪市の観光客数を増加させるのか、様々な調査から得たデータを基に、「認知度をアップさせる事
業」「興味・関心度をアップさせる事業」の説明を受けました。来年の観光振興事業についても示され、今後の観光
施策の在り方について学ぶことができました。

第３回 経済建設委員会勉強会

経済建設委員会

　１０月１８日（火）瑞浪市役所にて、恵那市議会瑞浪恵那道路・新丸山ダム
建設促進特別委員会と合同研修会を開催しました。
　研修では、国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所の舟橋邦
顕副所長より、事業概要や工事の進捗状況、国土交通省の取組などについ
て説明を受けました。
　瑞浪市土岐町から恵那市長島町までの１２．５㎞の工事が着々と進められ
ており、早期完成の期待が高まります。

瑞浪恵那道路に関わる特別委員会協議会合同研修会

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

　舘林辰郎議員は、議第56号、議第57号の採決を棄権した。
　棚町潤議員は定例会最終日に病気欠席したため、議第66号、議題67号以外の採決に加わっていない。
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議会報告会開催結果のご報告

議会報告会を開催しました

市民が感じる協働の課題＆解決策

　本年度の総合計画特別委員会では、来年議決する予定の第７次総合計画
について調査・研究するため、委員会を８回、勉強会を１回開催しました。
　委員会及び勉強会では、総合計画の基本学習を行い、執行部から第６次
総合計画の進捗状況評価の説明を受けた上で、質疑、議員間討議などを開
催しました。また、第６次総合計画基本構想を議決した折に決議した附帯事
項の評価・検証を行いました。
　議会報告会では、参加された市民の皆さんに活動報告を行い、また、報告
会でいただいた意見も踏まえ、委員会で評価・検証した結果を第７次総合
計画に反映するよう、令和４年１２月６日に市長に提出しました。

令和４年度　総合計画特別委員会の活動報告

　今年度の議会報告会には計 181名の方にご参加いただきました。
　今回の紙面上での報告のほかに、皆様から頂戴したご意見の
すべてや参加者アンケートの集計結果などに関しま
しては、市議会ホームページにてご報告しております
ので、あわせてご覧ください。
　議会報告会へのご参加、誠にありがとうございま
した。

参加者から寄せられた議会へのご意見とお答え
　議会報告会のワークショップではテーマに沿った意見交換のほかに、議会へのご意見についても頂戴しましたの
で、その一部をご紹介します。それぞれのご意見に対して、議会広報広聴委員会から回答いたします。

今後も議会報告会を継続して開催していきます。その中で、若い世代も参加できるような日時を設定すると
ともに、幅広い世代の皆さんと意見交換ができるような議会報告会の在り方を検討してまいります。
また、市民の皆さまから気軽に意見をいただけるようなホームページの充実にも努めてまいります。

議員定数の見直しは2年前に議会で議論し現行の定数となっていますが、適正な定数について今後も議会
で検討してまいります。
報酬額については、報酬審議会にて報酬額が審議され、市長が必要と判断した場合に審議結果を基に報酬
額改定の議案が上程され、改定の可否を議会で決定いたします。

議会基本条例では、議員活動原則として「議員は市民の代表者として、自らの資質の向上に努め、政策立案
及び評価能力向上のための調査研究活動行うこと」また、「一部団体や地域に偏ることなく、市民全体の福
祉の向上及び市政の発展を目指して活動すること。」とあります。この活動原則に沿った議員活動が行われ
るように努めてまいります。

多くのご意見をいただき誠にありがとうございます。市民の皆さまの多様なニーズがある中で、各議員が皆
さまの声を共有し、議会が市政に反映できる特性を生かすことにより、市民自治の観点から、真の地方自治
の実現を目指してまいります。

議会の広報広聴活動について
●広い世代との意見交換を。特にファミリー世代との交流を通じて、若い人の市政参加を促してほしい。
●今回の報告会で意識の差を感じた。一市民に分かりやすく説明してほしい。

議員の資質について
●議会は仲良しクラブのように見える。もっと市長と対峙することが必要。
●市議会議員は全市的に動くようにしてほしい。
●議員それぞれがもっとしっかり勉強して、市の監視を怠らないようにしてほしい。

市の施策について
●医療費、子どもの預かり（保育学童など）に対する予算の増額を進めて欲しい。
●産婦人科、病院の確保などの人口減少対策を。
●公共交通の充実を推進してほしい。
●子どもや一般住民も安心して通れるために道路行政に今以上に取り組んで欲しい。
●周辺地域の発展を。

議員の待遇について
●議員の人数がもっと少ないと、１人１人がもっと一生懸命になられるような気がします。
●議員報酬が増えれば、市民の目が厳しくなるが、議員のなり手も増えるのではないか。

開催日 会場

瑞浪市総合消防防災センター

瑞浪市民体育館

瑞浪市総合文化センター

日吉コミュニティーセンター

陶コミュニティーセンター

釜戸コミュニティーセンター

稲津コミュニティーセンター

大湫コミュニティーセンター

１４名

２１名

２７名

１６名

３０名

２５名

２２名

２６名

11/8

11/8

11/9

11/9

11/10

11/10

11/11

11/11

参加者数

総合計画特別委員会

評価報告書を市長へ提出

　令和４年度の議会報告会は、この２年間各地区に出向き対面での開催ができていなかったことから、市内
全８地区で小規模分散型での報告会を開催しました。総合計画の検証の年にあたる本年度は、総合計画が掲
げる「協働のまちづくり」の課題と展望をテーマに意見交換を行い、参加者から多くのご意見をいただきまし
たので、その一部をご紹介します。

担い手がいない！
●子どもや若者が減少して、役員の
担い手がいない。
●人口減少で区の運営が難しい。
●指導者不足や子どもの減少によ
り、地域行事の伝承が困難になっ
ている。

●まちづくりに熱意のある人を育て
る。
●子育て支援の充実や企業誘致な
どで、若者の移住定住推進を。

多様な主体が集う拠点がない
●コミュニティーセンターがない地
区があり、活動が町民に広がって
いかない。
●子連れで行ける公園や広場が地
区によっては少なく、気軽に集う
機会がない。

参加者の感じている協働の課題

●各地区に協働の拠点となる施設を
整備する。
●今ある施設の稼働率を考慮して有
効活用できる所を拠点化する。

浸透していない
「協働のまちづくり」が

●協働について理解が進んでいな
い。協働の名のもとに仕事を押し
付けられる丸投げが多い。
●そもそも協働って何？って人が多
いと思う。周知されていない。

●協働の具体例を示して、分かりや
すくする。「そういうことか！」をまず
知ってもらう。
●市民一人ひとりが理解しやすい
“市全体をこんなまちにする”と
いったキャッチフレーズを発信する
ことが重要。

地域間、団体間の連携が弱い
●まちづくり推進協議会と他の団体
の接点がない。行事に参加して終
わりになっている。
●地区間、団体間の情報共有が足り
ていない。

●地域の事業所、区長会、自治会、
PTAとの協力をもとにおこなう事
業を。
●具体的な地域の活動テーマを行政
担当者と議員、地域住民が解決へ
むけて取り組むこと。

参加者の考えた課題の解決策

ホームページの報告へ

ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

回答

回答

回答

回答
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議会報告会開催結果のご報告

議会報告会を開催しました

市民が感じる協働の課題＆解決策

　本年度の総合計画特別委員会では、来年議決する予定の第７次総合計画
について調査・研究するため、委員会を８回、勉強会を１回開催しました。
　委員会及び勉強会では、総合計画の基本学習を行い、執行部から第６次
総合計画の進捗状況評価の説明を受けた上で、質疑、議員間討議などを開
催しました。また、第６次総合計画基本構想を議決した折に決議した附帯事
項の評価・検証を行いました。
　議会報告会では、参加された市民の皆さんに活動報告を行い、また、報告
会でいただいた意見も踏まえ、委員会で評価・検証した結果を第７次総合
計画に反映するよう、令和４年１２月６日に市長に提出しました。

令和４年度　総合計画特別委員会の活動報告

　今年度の議会報告会には計 181名の方にご参加いただきました。
　今回の紙面上での報告のほかに、皆様から頂戴したご意見の
すべてや参加者アンケートの集計結果などに関しま
しては、市議会ホームページにてご報告しております
ので、あわせてご覧ください。
　議会報告会へのご参加、誠にありがとうございま
した。

参加者から寄せられた議会へのご意見とお答え
　議会報告会のワークショップではテーマに沿った意見交換のほかに、議会へのご意見についても頂戴しましたの
で、その一部をご紹介します。それぞれのご意見に対して、議会広報広聴委員会から回答いたします。

今後も議会報告会を継続して開催していきます。その中で、若い世代も参加できるような日時を設定すると
ともに、幅広い世代の皆さんと意見交換ができるような議会報告会の在り方を検討してまいります。
また、市民の皆さまから気軽に意見をいただけるようなホームページの充実にも努めてまいります。

議員定数の見直しは2年前に議会で議論し現行の定数となっていますが、適正な定数について今後も議会
で検討してまいります。
報酬額については、報酬審議会にて報酬額が審議され、市長が必要と判断した場合に審議結果を基に報酬
額改定の議案が上程され、改定の可否を議会で決定いたします。

議会基本条例では、議員活動原則として「議員は市民の代表者として、自らの資質の向上に努め、政策立案
及び評価能力向上のための調査研究活動行うこと」また、「一部団体や地域に偏ることなく、市民全体の福
祉の向上及び市政の発展を目指して活動すること。」とあります。この活動原則に沿った議員活動が行われ
るように努めてまいります。

多くのご意見をいただき誠にありがとうございます。市民の皆さまの多様なニーズがある中で、各議員が皆
さまの声を共有し、議会が市政に反映できる特性を生かすことにより、市民自治の観点から、真の地方自治
の実現を目指してまいります。

議会の広報広聴活動について
●広い世代との意見交換を。特にファミリー世代との交流を通じて、若い人の市政参加を促してほしい。
●今回の報告会で意識の差を感じた。一市民に分かりやすく説明してほしい。

議員の資質について
●議会は仲良しクラブのように見える。もっと市長と対峙することが必要。
●市議会議員は全市的に動くようにしてほしい。
●議員それぞれがもっとしっかり勉強して、市の監視を怠らないようにしてほしい。

市の施策について
●医療費、子どもの預かり（保育学童など）に対する予算の増額を進めて欲しい。
●産婦人科、病院の確保などの人口減少対策を。
●公共交通の充実を推進してほしい。
●子どもや一般住民も安心して通れるために道路行政に今以上に取り組んで欲しい。
●周辺地域の発展を。

議員の待遇について
●議員の人数がもっと少ないと、１人１人がもっと一生懸命になられるような気がします。
●議員報酬が増えれば、市民の目が厳しくなるが、議員のなり手も増えるのではないか。

開催日 会場

瑞浪市総合消防防災センター

瑞浪市民体育館

瑞浪市総合文化センター

日吉コミュニティーセンター

陶コミュニティーセンター

釜戸コミュニティーセンター

稲津コミュニティーセンター

大湫コミュニティーセンター

１４名

２１名

２７名

１６名

３０名

２５名

２２名

２６名

11/8

11/8

11/9

11/9

11/10

11/10

11/11

11/11

参加者数

総合計画特別委員会

評価報告書を市長へ提出

　令和４年度の議会報告会は、この２年間各地区に出向き対面での開催ができていなかったことから、市内
全８地区で小規模分散型での報告会を開催しました。総合計画の検証の年にあたる本年度は、総合計画が掲
げる「協働のまちづくり」の課題と展望をテーマに意見交換を行い、参加者から多くのご意見をいただきまし
たので、その一部をご紹介します。

担い手がいない！
●子どもや若者が減少して、役員の
担い手がいない。
●人口減少で区の運営が難しい。
●指導者不足や子どもの減少によ
り、地域行事の伝承が困難になっ
ている。

●まちづくりに熱意のある人を育て
る。
●子育て支援の充実や企業誘致な
どで、若者の移住定住推進を。

多様な主体が集う拠点がない
●コミュニティーセンターがない地
区があり、活動が町民に広がって
いかない。
●子連れで行ける公園や広場が地
区によっては少なく、気軽に集う
機会がない。

参加者の感じている協働の課題

●各地区に協働の拠点となる施設を
整備する。
●今ある施設の稼働率を考慮して有
効活用できる所を拠点化する。

浸透していない
「協働のまちづくり」が

●協働について理解が進んでいな
い。協働の名のもとに仕事を押し
付けられる丸投げが多い。
●そもそも協働って何？って人が多
いと思う。周知されていない。

●協働の具体例を示して、分かりや
すくする。「そういうことか！」をまず
知ってもらう。
●市民一人ひとりが理解しやすい
“市全体をこんなまちにする”と
いったキャッチフレーズを発信する
ことが重要。

地域間、団体間の連携が弱い
●まちづくり推進協議会と他の団体
の接点がない。行事に参加して終
わりになっている。
●地区間、団体間の情報共有が足り
ていない。

●地域の事業所、区長会、自治会、
PTAとの協力をもとにおこなう事
業を。
●具体的な地域の活動テーマを行政
担当者と議員、地域住民が解決へ
むけて取り組むこと。

参加者の考えた課題の解決策

ホームページの報告へ

ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

回答

回答

回答

回答
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　長かった冬が終わり、ようやく心待ちにしていた春がやってきました。日ごとに暖かさを感じられ
るようになってきています。
　間もなく満開の美しい花々が、私たちを楽しませてくれることでしょう。今年こそは土岐川堤防沿
いの桜並木がライトアップされ、気兼ねなくお花見を満喫でき、穏やかな春を心から堪能できるよう
願っています。

タイトル「春満開」　さくらさくらの散歩道　撮影者　平子隆彦　様　(稲津町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和４年第３回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和4年10月24日

新病院建設事業の設計・施工事業者が決定しました
令和4年11月28日

（令和４年７月７日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和４年第３回定例会が開催され、組合から提出された条例議案２件、
決算議案１件について審議しました。審議の結果、全ての議案について可決、認定されました。

東濃中部病院事務組合職員定数条
例の一部を改正する条例について

令和３年度東濃中部病院事務組合
一般会計決算の認定について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

　令和５年度より実施設計・建築業務に入ることに伴い、
設備系技術職員が必要となるため、職員定数を現行の７
名から９名に改正します。

　令和３年度の決算額は、歳入総額１億 1,731 万３千円
に対し、歳出総額は 1,549 万１千円で、歳入歳出差引額
は 1億 182 万 2 千円となり、令和 4年度から地方公営
企業法を適用したことにより病院事業会計に引き継が
れました。差引額のうち、1,477 万 2 千円は翌年度に繰
り越して使う繰越明許費として扱います。

　11月25日に新病院建設事業の設計・施工にかかる事業者選定公募型プロポーザルのプレ
ゼンテーション及びヒアリングが行われました。審査委員会による審査の結果、五洋建設株
式会社名古屋支店を代表企業とするコンソーシアムが最優秀提案事業者に選定されました。

市議会の様子は、インターネットなどで視聴できます。
ぜひ、ご覧ください。
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編
集
後
記

◆
会
期

　2
月
22
日（
水
）〜
3
月
24
日（
金
）

◆
市
政
一
般
質
問

　3
月
20
日（
月
）9
時
〜

　3
月
22
日（
水
）9
時
〜

例年は2月１日に発行しておりますが、市議会議員選挙のため3月1日号に変更しております。

視聴方法

ケーブルテレビ
（おりべネットワーク）

インターネット
（市ホームページ）
こちらから視聴できます。

・本会議（一般質問含む）のライブ中継
・過去の本会議（  〃  ）の録画映像

・一般質問のライブ中継

配信内容

問い合わせ先：おりべネットワーク
AndroidiOS

☎24-7733
※３月定例会の市政一般質問
３月２０日（月）、２２日（水）９時～
視聴可能期間 ４月２１日（金）まで

おりべ専用アプリをお持ちのスマホにダ
ウンロードすることで、市政一般質問の
様子は誰でも無料で視聴できます。

スマホでも
見られます！
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